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都市計画マスタープランは、都市計画法に定められている「市町村の都市計画に

関する基本的な方針」の呼称であり、市町村が創意工夫のもとに、市民の意見を反

映し、まちの将来像や都市づくりの目標を定めるとともに、土地利用・道路整備・

防災対策・景観形成等、分野別の方針や地域別のまちづくり方針を定めるものです。

都市計画マスタープランは、市民・行政等が協働※ 1 でまちづくりを進めるにあたっ

て、将来に向けた望ましいまちの姿やまちづくりの方針を共有するためのビジョン

となるものです。

また、都市計画を定めたり変更したりする際の指針となるもので、本市の最上位

計画である「ふるさと龍ケ崎戦略プラン」に位置づけられた土地利用の構想や計画

を具体に落とし込むとともに、施策の実現に向けて都市計画の側面から最上位計画

を補完します。

将来像やまちづくりの方針を市民と共

有できるように明確化します。

都市計画決定・変更の指針となります。

最上位計画である「ふるさと龍ケ崎戦

略プラン」に位置づけられた土地利用

の構想や計画、関連施策の実現に向け

て、都市計画の側面から最上位計画を

補います。

序章　都市計画マスタープランとは

１ 都市計画マスタープランとは

１－１

１－２

都市計画マスタープランとは

都市計画マスタープランの役割

（１）ビジョンの共有

（２）都市計画決定の指針

（３）最上位計画の補完

※ 1 協働：同じ目的のために、対等の立場で協力して共に働くこと。
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「龍ケ崎市都市計画マスタープラン２０１７」（以下「本プラン」という。）は、最

上位計画である「ふるさと龍ケ崎戦略プラン」を上位計画とし、他の部門の計画と

の整合を図りながら、都市計画に関わる部門の方針を定めています。

また、茨城県が定める「竜ヶ崎・牛久都市計画区域マスタープラン※ 2」とも整合

を図っています。

用途地域※ 3 や道路、公園等の個別の施設の都市計画の決定や変更の際には、本プ

ランの内容に即したものであることが要件となり、また、個別の計画策定や事業等

の実施についても、本プランと他の部門の関連計画を踏まえて策定・実施されるこ

ととなります。

１－３ 位置づけ

※ 2 竜ヶ崎・牛久都市計画区域マスタープラン：都市計画法第 6 条の 2 に定められた県が策定する計画で、龍

ケ崎市、牛久市、利根町からなる竜ヶ崎・牛久都市計画区域全体についての整備、開発及び保全に関する

方針が示されている。

※ 3 用途地域：都市計画法に基づき、大枠の建物の用途や土地の利用を定めるもの。
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２ 策定にあたっての基本方針
本プランは、平成 11 年に策定（平成 20 年に一部改訂）した都市計画マスター

プランの目標年次の満了にあわせて、以下の３つの基本的方針に沿って新たに策定

しました。

本格化する人口減少社会の到来等により、まちづくりのあり方も大きな転換期を迎

えようとしている中、社会動向や市民ニーズの変化を見極めながら、将来予測に基

づき、本市の将来都市像やまちづくりの方向性をさまざまな視点から検討しました。

本市では最上位計画として「ふるさと龍ケ崎戦略プラン」を定めています。また、

国の地方創生の取組に呼応して「まち・ひと・しごと創生総合戦略」及び「人口ビジョ

ン」を策定している他、その取組の一環として「佐貫駅周辺地域整備基本構想」策

定や「新都市拠点開発エリア事業化調査」を実施しています。

これら上位計画等に掲げられた主要な政策・施策を都市計画の側面から推進するた

めの戦略的視点を重視した計画づくりを行いました。

ワークショップ※ 4 の開催等により市民参画の機会を

確保し市民の声や思いをプランに反映させた、協働に

よるプランづくりを行いました。また、目標を共有し

協働のまちづくりを実践するための“親しみのあるシ

ンプルでわかりやすいプランづくり”を目指しました。

 

 

 

（１）社会環境の変化への的確な対応

（３）主要政策・施策を推進するための戦略的視点

（２）市民とともにつくるシンプルでわかりやすいプランづくり

※ 4 ワークショップ：参加者が自ら参加・体験し、グループの相互作用の中で何かを学びあったり創り出したり

して、双方向的な学びと創造を行うこと。

まちづくり市民ワークショップの様子
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地域別ワークショップ「まちづくりカフェ」について

本プランの策定にあたって、市民の皆さんの声を計画に反映させるため、今後の

本市のまちづくりを皆さんと一緒に考える地域別ワークショップ「まちづくりカ

フェ」を開催しました。

「まちづくりカフェ」では、“カフェ”にい

るようなリラックスした雰囲気の中、東西南

北の 4 つの地域のグループに分かれてそれ

ぞれの地域の現状の評価やあってほしいまち

のイメージ、改善点等について意見交換を行

い、何度か他のテーブルとメンバーを変える

ことで、話題となるテーマを発展させる話し

合いを行いました。

当 日 の 成 果 ま と め
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３－１ 本プランの構成

３ 構成と目標年次

３－２ 目標年次（計画期間）

本プランは、計画期間を平成２９年度からの１０年間とし、平成３８年度を目標

年次とします。


